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聴
覚
障
害
者
支
援

遠
隔
手
話
通
訳

�

サ
ー
ビ
ス
の
導
入
は

強
度
行
動
障
害
者
の

�

専
門
的
支
援

�

支
え
る
体
制
強
化
を

 

認
知
症
高
齢
者
の
見
守
り
支
援

�

地
域
の
特
性
や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
検
討 

胃がん死亡率低減へ
採血検査で一定の成果
今後も検診方法を研究

災害時に無料で提供
災害用自動販売機の
設置状況や普及促進は

問�　
災
害
用
自
動
販
売
機
の

設
置
状
況
や
普
及
促
進
に

つ
い
て
聞
く
。

問�　
本
市
は
国
や
県
と
比
較

し
て
胃
が
ん
死
亡
率
が
高

い
。
リ
ス
ク
検
査
で
な
く

国
の
推
奨
す
る
胃
内
視
鏡

検
査
を
導
入
す
べ
き
で
は
。

答�　
本
市
は
平
成
24
年
度
ま

で
バ
リ
ウ
ム
検
査
を
実
施

し
て
い
た
が
、
他
の
が
ん

検
診
よ
り
も
受
診
率
が
低

問�　
聴
覚
障
害
者
が
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
利
用
で
き
る

遠
隔
手
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス

の
導
入
に
つ
い
て
聞
く
。

答�　
同
サ
ー
ビ
ス
は
、
民
間

の
通
信
事
業
者
が
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
有
料
で
実
施

し
て
い
る
。
意
思
疎
通
支

援
事
業
で
は
手
話
通
訳
者

の
派
遣
が
制
限
さ
れ
る
場

合
や
手
話
通
訳
者
の
配
置

が
な
い
自
治
体
窓
口
で
の

利
用
が
想
定
さ
れ
る
。
地

域
特
有
の
手
話
が
通
じ
に

く
い
面
や
遠
隔
で
は
状
況

を
把
握
し
に
く
い
面
も
あ

る
が
、
日
常
で
の
活
用
に

よ
り
当
事
者
の
利
便
性
が

向
上
す
る
な
ど
有
効
な
手

段
で
あ
る
。
今
後
は
国
や

民
間
サ
ー
ビ
ス
等
の
動
向

を
注
視
し
、
デ
ジ
タ
ル
機

器
を
活
用
し
た
情
報
取
得

や
意
思
疎
通
支
援
の
調
査
、

検
討
と
と
も
に
手
話
言
語

の
さ
ら
な
る
普
及
・
啓
発

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

か
っ
た
た
め
、
25
年
度
か

ら
採
血
で
胃
が
ん
に
な
る

リ
ス
ク
を
判
定
す
る
検
査

に
移
行
し
た
。
令
和
５
年

度
末
時
点
で
リ
ス
ク
検
査

の
受
診
者
約
５
万
５
千
人

の
う
ち
要
精
密
検
査
と
な

り
内
視
鏡
検
査
を
受
け
た

人
は
約
１
万
７
千
人
、
が

ん
発
見
数
は
延
べ
約
３
０

０
人
と
な
り
、
リ
ス
ク
が

高
い
と
判
定
さ
れ
た
人
を

必
要
な
検
査
に
つ
な
げ
、

が
ん
の
早
期
発
見
に
も
一

定
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

　
今
後
も
よ
り
効
果
の
あ

る
検
診
方
法
に
つ
い
て
調

査
・
研
究
し
て
い
く
。

答�　
災
害
時
に
無
料
で
飲
料

品
が
提
供
さ
れ
る
災
害
用

自
動
販
売
機
は
、
市
の
施

設
で
は
勤
労
福
祉
会
館
に

３
台
と
サ
ン
ラ
イ
フ
明
石

に
２
台
あ
り
、
約
２
千
本

以
上
の
飲
料
品
の
備
蓄
が

あ
る
。
ま
た
、
民
間
事
業

所
に
は
約
１
０
０
台
、
約

４
万
本
の
飲
料
品
が
社
員

や
家
族
の
た
め
に
備
蓄
さ

れ
て
い
る
。　
　
　
　
　

　
災
害
用
自
動
販
売
機
は
、

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
と

し
て
適
し
て
お
り
、
ジ
ュ

ー
ス
や
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
は
、

災
害
時
に
心
の
ゆ
と
り
を

与
え
る
精
神
的
な
効
果
も

期
待
で
き
る
た
め
、
災
害

問�　
強
度
行
動
障
害
者
対
応

の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
以

下
ホ
ー
ム
）
の
設
置
と
専

門
的
支
援
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
体
制
を
聞
く
。

答�　
強
度
行
動
障
害
は
、
自

傷
行
為
や
他
者
を
傷
つ
け

た
り
物
を
壊
す
行
為
を
繰

り
返
す
た
め
、
特
別
な
支

援
が
必
要
で
あ
る
。
令
和

５
年
度
末
時
点
で
そ
の
障

害
が
あ
る
約
２
４
０
人
の

う
ち
約
30
人
が
市
内
外
の

ホ
ー
ム
に
入
居
し
て
い
る
。

　
�　

市
内
の
ホ
ー
ム
の
新
規

開
設
は
、
国
庫
補
助
に
加

え
、
１
施
設
最
大
５
０
０

万
円
の
市
独
自
の
補
助
に

よ
り
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、

強
度
行
動
障
害
者
対
応
の

ホ
ー
ム
は
５
年
度
末
時
点

で
５
カ
所
程
度
で
あ
る
。

　

�　
今
年
４
月
か
ら
ホ
ー
ム

の
受
け
入
れ
体
制
の
強
化

や
状
態
悪
化
時
の
集
中
支

援
を
評
価
す
る
報
酬
加
算

が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
専

門
的
人
材
の
育
成
や
地
域

で
支
え
る
仕
組
み
等
の
体

制
強
化
を
検
討
し
て
い
く
。

問�　
認
知
症
に
よ
る
一
人
歩

き
高
齢
者
の
見
守
り
支
援

と
し
て
見
守
り
シ
ー
ル
を

配
布
し
て
は
ど
う
か
。

答�　
本
市
は
一
人
で
外
出
し

た
認
知
症
高
齢
者
の
早
期

発
見
・
保
護
の
た
め
、
家

族
が
所
在
地
を
パ
ソ
コ
ン

等
で
検
索
で
き
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ

端
末
の
貸
し
出
し
事
業
や

ま
ち
全
体
で
認
知
症
高
齢

者
を
支
え
る
要
援
護
者
見

守
り
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
二
次
元
コ
ー
ド
を
活
用

し
た
見
守
り
シ
ー
ル
は
、

発
見
者
が
速
や
か
に
通
報

で
き
る
一
方
、
シ
ー
ル
を

付
け
る
こ
と
で
周
囲
の
人

に
認
知
症
で
あ
る
こ
と
を

知
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
等

の
課
題
も
あ
る
。
情
報
通

信
技
術
を
活
用
し
た
サ
ー

ビ
ス
に
は
メ
リ
ッ
ト
と
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
た
め
地

域
の
特
性
や
ニ
ー
ズ
等
を

踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

　
任
期
満
了
と
な
る
北ほ
う
じ
ょ
う條
英ひ
で

幸ゆ
き
氏
の
後
任
と
し
て
、
あ
か

し
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
任
期

付
嘱
託
員
の
福ふ
く
も
と本
悟さ
と
る

氏
を
任

命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。
同
氏
は
、
市
教
育
委
員

会
事
務
局
次
長
、
沢
池
小
学

校
の
校
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
教
育
長
の
任
期
は
３
年
で

す
。

　
教
育
委
員
会
委
員
の
う
ち

橘た
ち
ば
な

幸ゆ
き
男お

氏
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
後
任
と
し
て
、
村む
ら
ま
つ松
好よ
し

子こ

氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。
同
氏
は
、
兵

庫
県
立
東
は
り
ま
特
別
支
援

学
校
の
校
長
な
ど
を
歴
任
、

現
在
は
梅
花
女
子
大
学
教
授

を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
委
員
は
４
人

で
任
期
は
４
年
で
す
。

 

教
育
長

　
　 

任
命
に
同
意

 
教
育
委
員
会
委
員

　
　 

任
命
に
同
意

対
策
の
一
つ
と
し
て
有
効

で
あ
る
。
設
置
に
は
通
常

販
売
時
に
一
定
の
売
り
上

げ
が
見
込
め
、
設
置
場
所

の
使
用
料
減
免
等
の
条
件

は
あ
る
が
、
事
業
者
と
協

議
す
る
な
ど
整
備
に
つ
い

て
調
査・研
究
し
て
い
く
。

勤労福祉会館とサンライフ明石に設置　

―
重
点
的
に
取
り
組
む
事
項

　
市
役
所
新
庁
舎
は
実
施
設
計
が
完
了

し
、
令
和
９
年
供
用
開
始
に
向
け
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
市
民
の
た
め

の
市
役
所
を
目
指
し
、
書
か
な
く
て
よ

い
窓
口
の
実
現
等
、
窓
口
機
能
の
充
実

に
努
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
夜
間
や
休

日
も
展
望
テ
ラ
ス
や
食
堂
、
会
議
室
を

利
用
で
き
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
消
防
署
中
崎
分
署
の
建
て
替

え
、
西
明
石
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
i
c

o
t
t
o
（
い
こ
っ
と
）
や
二
見
図
書

館
の
整
備
に
加
え
、
大
久
保
駅
周
辺
や

大
久
保
北
部
の
市
有
地
の
利
活
用
に
向

け
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
基
本
に

全
体
構
想
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

―
委
員
長
と
し
て
一
言

　

明
石
市
の
全
体
構
想
、
将
来
像
、
安

全
対
策
等
を
審
査
す
る
委
員
会
で
す
。

多
種
多
様
な
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
生

か
し
な
が
ら
住
み
続
け
た
い
ま
ち
の
実

現
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

梅
うめ

田
だ

宏
こう

希
き

【担当分野】
市政の総合企画や広報、
財政・市税、消防など、
総務・財務部門や市民
の安全に関わる分野を
審査します。

【議会歴】
在職８期。議長、副議長、
監査委員、議会運営委員
長などを歴任。72歳。

住み続けたいまちの実現に向けて

総
務 

常
任
委
員
長
に
聞
く

地域医療のさらなる充実を

文
教
厚
生 

常
任
委
員
長
に
聞
く

―
重
点
的
に
取
り
組
む
事
項

　

明
石
市
立
市
民
病
院
は
、
平
成
３
年

に
新
築
さ
れ
て
か
ら
33
年
が
経
過
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
将
来
を
見
据
え
た
地

域
医
療
提
供
体
制
の
在
り
方
や
、
そ
の

中
核
と
な
る
市
民
病
院
の
役
割
な
ど
の

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
外
部
有
識
者
を
交
え
て
、

市
民
病
院
の
あ
り
方
検
討
会
議
が
開
催

さ
れ
、
今
年
度
末
に
は
市
民
病
院
再
整

備
の
方
向
性
が
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

―
委
員
長
と
し
て
一
言

　
私
た
ち
議
員
の
大
切
な
仕
事
の
一
つ

は
「
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
」
こ

と
で
す
。

　
近
い
将
来
に
発
生
が
予
想
さ
れ
る
南

海
ト
ラ
フ
地
震
等
に
備
え
て
、
災
害
時

に
対
応
病
院
と
な
る
市
民
病
院
の
再
整

備
を
図
る
と
と
も
に
、
不
足
し
て
い
る

小
児
科
医
院
の
誘
致
な
ど
、
地
域
医
療

の
さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
、
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

三
み

好
よし

　 宏
ひろし

【担当分野】
教育や福祉、介護保険、
子育て支援・子どもの
健全育成、保健衛生な
ど、市民の暮らしを支
える分野を審査します。

【議会歴】
在職５期。議長、副議長、
監査委員、議会運営委員
長などを歴任。59歳。


